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最
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の
旅

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
の
暮
か
ら
翌
五
十
五
年
の
初
め
に
か
け
て
、
大
平
内
閣
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
押
し
寄
せ
る
内
外

の
課
題
の
処
理
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
間
、
党
内
は
一
見
平
穏
に
見
え
た
。
前
年
秋
の
四
十
日
抗
争
に
、
大
平
・
田
中
の
主
流
派

も
三
木
・
福
田
・
中
曽
根
の
反
主
流
派
も
、
そ
の
力
を
使
い
尽
く
し
て
い
た
。
世
論
も
ま
た
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
政
争
に
厳

し
い
批
判
を
浴
び
せ
て
お
り
、
再
び
激
し
い
争
い
を
起
こ
し
う
る
よ
う
な
空
気
で
は
な
か
っ
た
。
個
々
の
議
員
も
正
月
に
は

久
々
に
地
元
に
帰
っ
た
が
、
支
持
者
に
会
っ
て
も
、
は
か
ば
か
し
い
弁
明
が
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
首
班
指
名
投
票
で
敗
北
し
た
福
田
と
、
そ
れ
を
支
援
し
た
三
木
に
は
、
そ
の
取
っ
た
手
段
が
党
員
と
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
非
常
手
段
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
か
え
っ
て
深
い
精
神
的
外
傷
が
残
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
、
福
田
に
も
三
木

に
も
、
自
分
た
ち
が
政
権
の
座
か
ら
退
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
田
中
角
栄
の
不
条
理
な
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自

ら
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
こ
れ
が
首
班
指
名
敗
北
の
屈
辱
感
と
あ
い
ま
っ
て
、
一
層
深
い

打
撃
と
な
っ
た
。
福
田
と
三
木
の
周
辺
は
、
暮
も
正
月
も
、
例
年
に
な
く
挨
拶
に
く
る
人
の
数
も
少
な
く
寂
蓼
と
し
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
彼
ら
が
、
瞋
恚
の
炎
の
燃
え
上
が
る
の
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
方
、
勝
者
と
な
っ
た
大
平
に
し
て
も
、
権
力
に
と
ら
わ
れ
ず
、
悠
々
と
し
て
天
命
に
従
う
と
い
う
自
ら
の
美
学
に
反
し
て
、

世
間
か
ら
あ
た
か
も
権
力
亡
者
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
こ
と
に
、
耐
え
が
た
い
や
り
切
れ
な
さ
が
残
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
陰
に
こ
も
っ
た
対
決
の
ま
ま
、
五
十
五
年
一
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
福
田
に
近
い
政
治
評
論
家
筋
か
ら
大
平
側

近
に
、「
福
田
は
思
い
つ
め
て
い
る
。
あ
れ
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
」
と
い
う
忠
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
月
下
旬
に
は
、「
福

田
は
予
算
の
衆
議
院
通
過
時
点
で
、
野
党
が
内
閣
不
信
任
決
議
案
を
提
出
す
る
と
き
を
ね
ら
っ
て
、
倒
閣
に
出
る
か
も
し
れ
な

い
」、「
福
田
は
�
通
常
国
会
の
会
期
末
ま
で
に
大
平
を
追
い
つ
め
て
見
せ
る
�
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど
の
情
報
が
入
り
は
じ
め

た
。こ

の
た
め
、
二
月
上
旬
、
大
平
を
中
心
と
す
る
ご
く
少
数
の
人
々
の
間
で
密
か
に
対
応
策
が
練
ら
れ
、
何
よ
り
も
、
反
主
流

派
が
野
党
の
内
閣
不
信
任
決
議
案
に
同
調
し
た
り
、
そ
の
採
決
に
欠
席
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
手
を
打
つ
こ
と
、
万
一
、

不
信
任
決
議
案
が
成
立
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
総
辞
職
で
は
な
く
衆
議
院
を
解
散
し
て
、
総
選
挙
に
打
っ
て
出
る
こ
と
、

が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
憲
法
で
は
、「
内
閣
は
衆
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任
の
決
議
案
を
否
決
し
た
と
き

は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な
い
限
り
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
解

散
・
総
選
挙
と
い
う
挙
に
出
た
場
合
、
自
民
党
が
主
流
派
と
反
主
流
派
に
分
裂
す
る
可
能
性
は
十
分
に
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
ま
た
や
む
を
え
な
い
、
そ
の
時
は
毅
然
と
し
て
国
民
の
信
を
問
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
会
議
の
結
論
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
大
平
は
、
海
外
に
あ
っ
て
す
ら
、
つ
ね
に
屈
折
し
た
心
境
に
あ
る
反
主
流
派
に
不
穏
な
動
き
は
な
い
か
と
、
気

を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
熾
火
に
火
を
つ
け
た
の
は
、
自
民
党
主
流
派
の
浜
田
幸
一
議
員
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
賭
博
事
件
が
、
三
月
六
日
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
浜
田
が
カ
ジ
ノ
の
借
金
の
一
部
の
支
払
い
に
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
か
ら
ん
で
国
会
で

偽
証
罪
に
問
わ
れ
て
い
た
一
政
商
か
ら
提
供
さ
れ
た
金
を
充
て
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
反
主
流
派
の
先
鋭
分
子
は
、
こ
れ

を
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
主
流
派
攻
撃
を
開
始
し
た
。
四
月
二
日
に
は
、
反
主
流
三
派
の
中
堅
、
幹
部
に
、
中
川
一
郎
の
グ

ル
ー
プ
も
参
加
し
て
、
赤
城
宗
徳
議
員
を
代
表
世
話
人
と
す
る
「
自
民
党
刷
新
連
盟
」（
略
称
�
刷
新
連
�
）
が
結
成
さ
れ
た
。

第38章　最 後 の 旅



浜
田
議
員
は
四
月
十
一
日
、
議
員
を
辞
職
し
た
が
、
刷
新
連
は
浜
田
の
国
会
喚
問
を
要
求
し
た
。
刷
新
連
の
真
の
狙
い
は
、
浜

田
攻
撃
に
福
田
、
三
木
、
中
曽
根
、
中
川
の
本
隊
を
巻
き
こ
ん
で
、
大
平
政
権
打
倒
勢
力
を
盛
り
上
げ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
政
局
は
平
穏
か
ら
一
挙
に
全
面
的
対
決
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
も
、
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
参
議
院
選
挙
の
準
備
で
あ
る
。

大
平
側
近
ス
タ
ッ
フ
は
、
首
相
の
指
示
に
よ
っ
て
、
す
で
に
前
年
の
暮
か
ら
、
選
挙
に
掲
げ
る
政
策
や
選
挙
日
程
、
戦
術
の

分
析
、
組
立
て
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。
大
平
首
相
は
そ
の
検
討
結
果
を
聞
い
て
、
�
国
の
安
全
�
、
�
国
民
生
活
の
防
衛
�
、

�
未
来
の
保
障
�
と
い
う
「
三
つ
の
安
全
」
と
、
党
の
再
生
を
謳
う
「
一
つ
の
誓
い
」
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
化
さ
れ
た
戦
略
を
立
て
た
。

こ
の
戦
略
は
、
三
年
前
の
参
議
院
選
挙
の
戦
略
と
同
じ
く
、
す
べ
て
を
言
っ
て
何
も
言
わ
ず
、
野
党
に
政
策
論
争
の
手
が
か

り
を
あ
た
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
狙
い
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。

大
平
首
相
の
地
方
遊
説
は
、
三
月
二
十
三
日
の
栃
木
県
の
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
ヘ
の
出
席
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
時
の

宇
都
宮
市
内
で
の
記
者
会
見
で
は
、「
六
十
三
議
席
以
上
を
と
ら
な
い
と
改
選
数
（
百
二
十
六
）
の
過
半
数
に
な
ら
な
い
。
精
い

っ
ぱ
い
努
力
し
て
過
半
数
を
と
り
、
自
民
党
と
し
て
の
責
任
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
自
ら
勝
敗
の
分
岐
点

を
明
ら
か
に
し
た
。

参
議
院
議
席
二
百
五
十
二
の
過
半
数
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
三
年
前
に
獲
得
し
た
非
改
選
の
六
十
六
議
席
に
プ
ラ
ス
す
る

�
六
十
一
議
席
�
を
と
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
情
勢
は
楽
観
を
許
さ
な
か
っ
た
。
全
国
区
と
、
地
方
区
の
う
ち
二
人
区
以
上
の
複

数
区
と
に
は
不
安
が
な
か
っ
た
が
、
問
題
は
二
十
六
あ
る
一
人
区
で
、
野
党
連
合
を
相
手
に
何
議
席
確
保
で
き
る
か
で
あ
っ
た
。

最
悪
の
場
合
、
合
計
で
六
十
議
席
と
過
半
数
を
割
る
恐
れ
が
あ
り
、
政
界
で
は
早
く
か
ら
六
十
一
議
席
が
勝
敗
の
分
れ
目
と
言

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
首
相
自
ら
が
�
六
十
三
議
席
以
上
�
と
い
う
目
標
を
提
示
し
た
の
は
、
党
内
非
主

流
派
が
倒
閣
の
機
会
を
狙
っ
て
い
る
時
だ
け
に
大
胆
な
発
言
だ
と
言
え
た
。
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こ
の
三
月
下
句
の
地
方
遊
説
を
皮
切
り
に
、
激
戦
と
な
る
重
点
選
挙
区
へ
の
大
平
遊
説
が
土
曜
、
日
曜
を
返
上
し
て
強
行
さ
れ

は
じ
め
た
。

三
月
三
十
日
は
石
川
、
四
月
六
日
は
宮
城
、
秋
田
、
十
二
日
は
北
海
道
、
十
三
日
は
岐
阜
、
十
九
日
は
大
分
、
二
十
日
は
富

山
、
二
十
六
日
は
福
井
、
二
十
七
日
は
広
島
、
愛
知
と
い
っ
た
超
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

前
年
秋
の
四
十
日
抗
争
で
イ
メ
ー
ジ
が
傷
つ
い
た
と
は
い
え
、
大
平
首
相
は
行
く
先
々
で
大
き
な
歓
迎
を
受
け
た
。
こ
の
歓

迎
に
応
え
る
よ
う
に
、
国
際
情
勢
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
物
価
対
策
な
ど
で
熱
弁
を
ふ
る
う
大
平
首
相
の
顔
に
か
げ
り
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
国
民
と
の
じ
か
の
ふ
れ
あ
い
に
一
層
意
欲
を
そ
そ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
た
め
、
大
平
の
肉
体
と
精
神
が

選
挙
の
負
担
を
強
い
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

こ
の
頃
の
『
朝
日
新
聞
』
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
大
平
内
閣
の
支
持
率
は
二
七
％
と
横
ば
い
だ
っ
た
が
、
自
民
党
の
支
持
率

は
四
六
％
で
、
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
厳
し
い
戦
い
で
は
あ
る
が
、
努
力
す
れ
ば
大
平
首
相
の
強
気
の
読
み
が

実
現
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
投
票
日
の
決
定
は
、
前
年
の
総
選
挙
で
雨
に
た
た
ら
れ
た
苦
い
経
験
か
ら
慎
重
を
極
め
た
。
当
初
は
、
天
候
の
条
件

と
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
生
か
す
上
か
ら
、
七
月
六
日
、
七
月
十
三
日
の
両
日
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
が
、
四
月
四
日
に
予

算
が
参
議
院
を
通
過
す
る
と
与
野
党
各
候
補
と
も
一
斉
に
選
挙
運
動
に
走
り
出
し
、
事
実
上
は
選
挙
戦
も
中
盤
を
過
ぎ
た
よ
う

な
情
勢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
参
議
院
選
挙
は
、
地
方
区
で
も
全
県
一
区
で
広
い
上
に
、
全
国
区
で
は
一
層
運
動
が
大
変
で
あ

る
。
五
月
十
八
日
の
会
期
切
れ
か
ら
は
、
全
力
疾
走
に
入
る
の
で
、
候
補
者
の
負
担
は
大
き
く
な
り
、
現
役
候
補
は
投
票
日
を

早
め
る
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
。
四
月
の
中
旬
に
な
る
と
、
党
内
に
は
、
最
も
早
い
六
月
二
十
二
日
投
票
の
案
が
浮
か
び
上
が
っ

た
が
、
党
三
役
は
一
週
間
遅
ら
せ
、
六
月
二
十
九
日
投
票
日
で
意
見
が
一
致
し
た
。

こ
う
し
て
、
第
十
二
回
参
議
院
選
挙
の
戦
機
は
、
次
第
に
熟
し
て
行
っ
た
。
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国
内
が
参
議
院
選
挙
一
色
に
塗
ら
れ
て
行
く
間
に
、
日
本
に
と
っ
て
容
易
な
ら
ぬ
選
択
を
迫
る
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ラ

ン
に
お
け
る
人
質
事
件
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
ソ
連
軍
の
侵
攻
で
あ
る
。

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
へ
の
対
応
措
置
の
中
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
参
加
問
題
が
厄
介
で
あ
っ
た
。

大
平
首
相
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
か
宗
教
と
か
の
問
題
は
、
特
に
注
意
深
く
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
扱
い
方
を
一
つ
間

違
え
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
よ
」
と
語
っ
て
い
た
が
、
特
に
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
と
な
っ
た
場
合
の
参
議
院

選
挙
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
。

す
で
に
一
月
下
旬
に
は
、
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
が
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
別
の
場
所
で
開
催
す

る
よ
う
呼
び
か
け
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
豪
州
な
ど
の
西
側
諸
国
は
こ
れ
を
支
持
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
月
一
日
、
日

本
政
府
は
、「
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
対
す
る
国
際
世
論
に
重
大
関
心
を
払
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い
う
見
解
を
、
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
伝
え
、
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
こ
の
政
府
の
方
針
が
参
議
院
選
挙
の
結
果
に
影

響
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た
側
近
に
対
し
て
、
大
平
首
相
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
石
油
を
比
べ
れ
ば
、
石
油
が
大
事
、
石
油
と
ア

メ
リ
カ
を
比
べ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
が
大
事
だ
」
と
言
っ
て
、
日
本
は
米
国
を
支
持
す
る
態
度
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を

強
調
し
た
。
し
か
し
、
二
月
九
日
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
総
会
で
米
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
モ
ス
ク
ワ
開
催
反

対
案
は
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
、
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
対
応
も
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
周
辺
へ
の
不
安
が
波
及
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
じ
め
周
辺
諸
国
へ
の

援
助
は
、
着
々
と
実
行
に
移
さ
れ
た
。
首
相
は
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
園
田
直
前
外
相
を
総
理
特
使
と
し
て
中
東
五
カ
国

お
よ
び
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
の
計
七
カ
国
に
派
遣
し
、
動
揺
を
続
け
る
中
東
お
よ
び
周
辺
地
帯
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
に
対
す
る

日
本
の
認
識
と
考
え
方
を
説
明
し
、
同
時
に
先
方
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
そ
の
際
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
て
、
前
年
の
二
・
五

倍
に
当
た
る
二
百
二
十
億
円
の
援
助
を
申
し
人
れ
た
。
さ
ら
に
、
ト
ル
コ
に
対
し
て
は
一
億
ド
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
流
入

に
大
き
な
負
担
を
払
っ
て
い
る
タ
イ
に
対
し
て
は
五
百
七
十
億
円
の
援
助
を
約
束
し
た
。
西
側
諸
国
と
の
協
力
を
具
体
的
に
示
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す
日
本
側
の
役
割
分
担
と
し
て
の
行
動
で
あ
り
、
日
本
初
の
「
戦
略
的
援
助
」
と
し
て
西
側
世
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。

四
月
に
入
る
と
、
イ
ラ
ン
の
情
勢
に
変
化
が
出
て
き
た
よ
う
に
見
え
た
。
バ
ニ
サ
ド
ル
・
イ
ラ
ン
大
統
領
が
、
人
質
を
学
生

の
支
配
下
か
ら
革
命
評
議
会
の
管
理
下
に
移
す
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
米
側
は
こ
の
措
置
を
評
価
し
、
�
経
済
制
裁
を
延
期
す

る
�
こ
と
を
伝
え
て
、
期
待
を
つ
な
い
だ
が
、
そ
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
、
四
月
七
日
、
ホ
メ
イ
ニ
師
が
移
管
拒
否
の
決
定
を
下

し
た
。
こ
の
挑
戦
を
受
け
た
米
側
は
、
同
日
、
全
面
的
な
国
交
断
絶
に
踏
み
切
り
、
食
糧
、
医
療
品
を
除
く
イ
ラ
ン
向
け
輸
出

の
禁
止
な
ど
、
よ
り
厳
し
い
制
裁
措
置
が
実
施
さ
れ
た
。
日
本
も
バ
ン
ス
国
務
長
官
か
ら
他
の
西
側
諸
国
と
と
も
に
イ
ラ
ン
制

裁
へ
の
同
調
を
求
め
ら
れ
た
。

大
平
首
相
は
、
米
側
が
軍
事
行
動
に
走
る
こ
と
を
抑
制
し
つ
つ
も
、
日
本
は
西
側
諸
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
応
す
る
以
外

に
な
い
と
考
え
、
関
係
省
庁
の
大
臣
を
交
え
た
イ
ラ
ン
問
題
関
係
閣
僚
会
議
で
、
対
策
を
協
議
し
、
バ
ニ
サ
ド
ル
大
統
領
に
人

質
解
放
を
要
請
し
た
。

イ
ラ
ン
か
ら
の
石
油
購
入
は
、
こ
の
頃
深
刻
な
折
衝
に
入
っ
て
い
た
。
輸
入
量
は
米
国
の
立
場
を
考
慮
し
て
、
人
質
事
件
発

生
前
の
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
が
、
イ
ラ
ン
側
は
三
月
末
に
、
四
月
以
降
の
長
期
契
約
の
D
D
原
油
の
価
格
を
、
三
十
二
・

五
ド
ル
か
ら
三
十
五
ド
ル
（
バ
レ
ル
当
た
り
）
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
を
要
求
し
て
き
た
。
安
定
供
給
の
責
任
を
持
つ
石
油
業
界

と
し
て
は
、
こ
れ
を
呑
み
た
い
と
す
る
気
持
ち
が
強
か
っ
た
が
、
米
国
の
強
い
要
請
に
よ
っ
て
高
値
購
入
抑
制
を
国
際
約
束
し

て
い
る
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
佐
々
木
義
武
通
産
相
は
、
業
界
に
こ
れ
を
拒
否
す
る
よ
う
行
政

指
導
す
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
を
大
平
首
相
に
報
告
し
た
。
首
相
は
、
ひ
と
言
、「
せ
つ
な
い
な
あ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
了
解
を
与
え

た
。イ

ラ
ン
側
は
十
九
日
、「
四
月
一
日
に
溯
っ
て
一
バ
レ
ル
当
た
り
三
十
五
ド
ル
を
呑
ま
な
け
れ
ば
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
対
日

原
油
の
供
給
を
停
止
す
る
」
と
通
告
し
て
き
た
。
だ
が
業
界
は
、
通
産
省
の
指
示
に
従
っ
て
こ
れ
を
拒
否
し
、
二
十
一
日
か
ら

イ
ラ
ン
原
油
の
対
日
船
積
み
は
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
。
米
側
は
、
こ
の
�
経
済
取
引
上
�
の
決
断
を
高
く
評
価
し
、
四
月
二
十
三

第38章　最 後 の 旅



日
付
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
社
説
は
、"Thanks,and,O

il,to
Japan"

（「
日
本
に
感
謝
を
、
そ
し
て
石
油
を
」）

と
書
い
た
。

こ
の
頃
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
イ
ラ
ン
制
裁
問
題
に
つ
い
て
E
C
の
外
相
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
大
平
首
相
は
大

来
外
相
を
訪
欧
さ
せ
、
こ
の
会
議
と
並
行
し
て
E
C
諸
国
の
外
相
た
ち
と
の
意
見
調
整
に
当
た
ら
せ
、
E
C
と
協
調
す
る
対
応

策
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
間
に
、
五
月
の
連
休
を
利
用
す
る
大
平
首
相
の
外
遊
計
画
が
進
ん
だ
。
案
と
し
て
は
、
メ
キ
シ
コ
を
中
心
と
し
た
米
州

歴
訪
か
、
比
較
的
近
く
の
A
S
E
A
N
諸
国
訪
問
か
の
二
つ
が
あ
っ
た
が
、
大
平
首
相
自
身
に
は
、
メ
キ
シ
コ
を
中
心
と
し
て

ま
だ
訪
問
し
た
こ
と
の
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の
南
米
諸
国
を
訪
ね
て
み
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
と
く
に

メ
キ
シ
コ
訪
問
は
、
松
永
駐
メ
キ
シ
コ
大
使
を
中
心
に
外
務
省
事
務
当
局
が
、
石
油
供
給
源
を
多
角
化
す
る
打
開
策
と
し
て
強

く
推
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

伊
東
官
房
長
官
は
、
参
議
院
選
挙
を
間
近
に
控
え
て
、
大
平
首
相
の
健
康
を
気
遣
い
、
短
期
間
で
可
能
な
東
南
ア
ジ
ア
訪
問

を
奨
め
た
が
、
結
局
、
大
平
首
相
の
判
断
で
、
メ
キ
シ
コ
と
、
資
源
を
中
心
と
し
た
経
済
関
係
が
と
み
に
緊
密
化
し
つ
つ
あ
る

カ
ナ
ダ
、
そ
れ
に
米
国
が
訪
問
国
と
し
て
選
ば
れ
た
。
田
中
元
首
相
か
ら
は
、「
自
分
は
、
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
た
と
き
身
体
を
こ

わ
し
た
。
健
康
に
は
よ
く
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
か
ん
」
と
い
う
助
言
が
あ
っ
た
が
、
相
手
国
と
の
日
程
調
整
の
関
係
で
、
米

国
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
や
や
非
効
率
的
な
ル
ー
ト
で
の
訪
問
が
決
ま
っ
た
。
訪
米
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
招
き
に
よ

る
非
公
式
訪
問
だ
が
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
は
公
式
訪
問
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
問
題
は
、
伊
東
官
房
長
官
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
選
手
団
な
ら
び
に

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
参
加
へ
の
意
欲
は
強
く
、
政
府
と
し
て
も
改
め
て
何
ら
か
の
説
得
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
い
た
。
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大
平
首
相
は
、
関
係
閣
僚
の
結
論
に
了
承
を
与
え
、
四
月
二
十
五
日
、
政
府
声
明
を
出
し
て
自
粛
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
…
…
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
会
に
選
手
団
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
結
論

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
青
春
の
全
て
を
捧
げ
て
こ
れ
ま
で
ひ
た
す
ら
錬
磨
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
選
手
諸
君
の
心
情
は
、
十
分

理
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
和
を
国
是
と
す
る
わ
が
国
の
立
場
か
ら
し
て
も
こ
れ
以
外
の
選
択
は
な
か
っ
た
…
…
」。

そ
の
日
（
四
月
二
十
五
日
）
の
午
後
四
時
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
首
相
官
邸
の
小
食
堂
で
、
関
係
省
庁
の
幹
部
を
集
め
、
五
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
北
、
中
米
訪
問
を
控
え
て
の
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
大
平
首
相
の
と
こ
ろ
へ
、
米
軍
の
特
別
部
隊
が
イ
ラ

ン
の
人
質
救
出
作
戦
を
決
行
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
第
一
報
が
届
け
ら
れ
た
。「
米
国
は
、
一
体
何
を
考
え
て
い
る

の
か
」
―
―
米
国
に
強
行
手
段
の
自
制
を
求
め
て
き
た
大
平
首
相
と
し
て
は
、
思
わ
ざ
る
出
来
事
に
驚
き
を
か
く
し
切
れ
な
か

っ
た
。

イ
ラ
ン
側
は
、
直
ち
に
人
質
を
地
方
に
分
散
し
て
再
救
出
作
戦
に
備
え
、
米
国
に
対
す
る
態
度
を
一
段
と
硬
化
さ
せ
た
。
米

国
内
で
は
奇
襲
作
戦
を
支
持
す
る
世
論
が
強
か
っ
た
が
、
ソ
連
は
米
国
を
強
く
非
難
し
、
E
C
諸
国
に
も
、
救
出
を
な
し
え
な

か
っ
た
米
国
の
意
思
と
能
力
に
対
す
る
不
信
感
が
拡
が
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
を
批
判
し
て
み
て
も
、
事
態
の
改
善
に
役
立
つ

わ
け
で
は
な
い
。
大
平
首
相
は
、
二
十
六
日
、
福
井
で
の
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
た
さ
い
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
、

「
長
い
間
忍
耐
し
て
い
た
米
国
が
あ
の
よ
う
な
挙
に
出
た
こ
と
は
心
情
的
に
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
語
り
、
ま
た
、

二
十
八
日
の
記
者
懇
談
で
は
、「
米
国
の
救
出
行
動
を
め
ぐ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
る
が
、
わ
が
国
と
し
て
、
米
国
に
対
す

る
態
度
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
語
っ
た
。

一
方
、
E
C
諸
国
は
、
さ
き
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
の
外
相
会
議
の
合
意
に
基
づ
き
、
共
同
し
て
、
人
質
の
早
期
解
放
を
要

請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に
進
展
を
見
せ
な
い
た
め
、
五
月
十
七
日
、
ナ
ポ
リ
で
外
相
会
議
を
開
き
、
第
二
次
経
済
制

裁
措
置
を
実
施
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
五
十
五
年
一
月
、
米
国
が
国
連
安
保
理
事
会
に
提
出
し
た
制
裁
案
に
準
ず
る
も
の
で
、

食
糧
、
医
療
品
を
除
き
、
人
質
事
件
発
生
後
の
契
約
に
係
わ
る
輸
出
の
全
面
禁
止
で
あ
っ
た
。
大
平
首
相
は
、
か
ね
て
か
ら
の
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方
針
に
基
づ
き
E
C
諸
国
に
同
調
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
五
月
二
十
二
日
に
イ
ラ
ン
関
係
閣
僚
会
議
を
招
集
し
て
、
E
C
に
準

ず
る
制
裁
措
置
を
決
定
し
た
。

イ
ラ
ン
の
人
質
事
件
は
、
そ
の
後
、
イ
ラ
ン
側
が
引
渡
し
を
要
求
し
て
い
た
パ
ー
レ
ビ
国
王
の
死
去
な
ど
、
変
化
を
期
待
さ

せ
る
要
因
が
生
じ
た
が
、
結
局
、
長
い
間
膠
着
状
態
が
続
き
、
そ
の
解
決
は
、
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
が
再
選
に
敗
れ
て
辞
任
す

る
直
前
の
五
十
六
年
一
月
末
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
問
題
は
、
四
月
二
十
五
日
の
政
府
見
解
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
翌
二
十
六
日
、
こ
れ
に
反
発
し
て
、
い
っ
た
ん
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
自

由
主
義
国
の
多
く
の
国
が
不
参
加
を
表
明
す
る
に
及
び
、
大
平
首
相
が
外
遊
か
ら
帰
国
後
の
五
月
二
十
四
日
に
な
っ
て
、
不
参

加
を
決
定
し
た
。
大
平
首
相
は
、
伊
東
官
房
長
官
か
ら
そ
の
報
告
を
受
け
、「
そ
う
か
、
よ
く
考
え
て
く
れ
た
な
。
選
手
に
は
気

の
毒
な
こ
と
だ
が
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

大
平
首
相
夫
妻
と
大
来
外
相
ら
の
一
行
は
、
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
四
月
二
十
日
、
米
国
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ

を
歴
訪
す
る
旅
に
旅
立
っ
た
。

出
発
の
前
夜
、
大
平
首
相
が
、
伊
東
官
房
長
官
に
「
米
国
へ
行
っ
て
、
去
年
と
同
じ
よ
う
に
カ
ー
タ
ー
大
統
領
を
エ
ン
カ
レ

ジ
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
ね
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
、
各
国
の
首
脳
が
毎
日
の
よ
う
に
や
っ
て
き
て
、
金
を
貸
せ
と
か
陳
情
ば
か

り
し
て
、
き
っ
と
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
日
本
は
自
分
で
や
る
べ
き
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
や
る
か
ら
、
自
信
を
も
っ

て
世
界
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
、
と
言
お
う
と
思
う
ん
だ
」
と
言
う
と
、
伊
東
官
房
長
官
は
、「
と
こ
ろ
で
、
も
し
旅
行
中
に
、

チ
ト
ー
大
統
領
が
亡
く
な
ら
れ
た
ら
、
ユ
ー
ゴ
ヘ
回
っ
た
方
が
い
い
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ヘ
行
っ
た
ら
サ
ミ
ッ
ト
を
控
え
て
い

る
の
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
に
会
っ
て
き
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
奨
め
た
。
伊
東
長
官
は
、
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
ベ
ネ
チ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
で
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
時
の
よ
う
に
、
ふ
た
た
び
日
本
が
西
欧
各
国
か
ら
孤
立
す
る
よ
う
な
羽
目
に
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陥
ら
な
い
た
め
、
大
平
首
相
が
日
本
と
条
件
の
似
て
い
る
西
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
と
個
人
的
に
接
触
し
て
お
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
平
首
相
が
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
と
の
間
で
首
脳
会
談
を
持
つ
の
は
、
五
十
四
年
五
月
の
第
一
回
訪
米
と
東
京
サ
ミ
ッ
ト
に

次
い
で
三
回
目
で
あ
る
。
非
公
式
訪
問
と
は
い
え
、
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
を
軸
に
対
ソ
戦
略
や
防
衛
力
増
強
へ
の

厳
し
い
対
日
要
請
等
が
あ
り
、
日
米
首
脳
会
談
の
重
要
性
は
、
前
回
よ
り
は
る
か
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

四
月
三
十
日
午
後
（
現
地
時
間
）、
大
平
首
相
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
。
翌
五
月
一
日
正
午
か
ら
の
首
脳
会
談
は
、
昼
食

を
は
さ
み
二
時
間
あ
ま
り
、
閣
議
室
で
行
わ
れ
た
。

両
首
脳
は
、
ま
ず
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
で
意
見
を
交
換
し
た
が
、
大
平
首
相
は
こ
の
会
談
の
中
で
、
わ
が
国
が

西
側
の
主
要
国
の
一
つ
と
し
て
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
米
国
と
は
�
共
存
共
苦
�
の
姿
勢
で
臨
む
と
表
明
し
た
。
こ
の
大
平
首

相
の
姿
勢
は
、
米
国
側
に
「
日
本
も
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
く
れ
た
」
と
の
感
慨
を
抱
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
気
持
ち
を
反
映
し
て
か
、
話
題
が
日
本
の
防
衛
力
増
強
問
題
に
及
ん
だ
と
き
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、「
日
本
の
国
内

に
制
約
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
が
、
新
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
の
政
府
部
内
に
あ
る
計
画
を
早
期
に
達
成

し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
う
な
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
有
利
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
平
首
相
は
、「
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
防
衛
力
整
備
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
き
た
。
日
本
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
た
こ

と
を
評
価
す
る
。
同
盟
国
と
し
て
ど
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
真
剣
に
検
討
し
努
力
を
つ
づ
け
る
」
と
応
じ
た
。

カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
持
ち
出
し
た
「
日
本
の
政
府
部
内
に
あ
る
計
画
」
と
は
、
当
時
防
衛
庁
が
策
定
し
た
五
十
五
年
度
か
ら

五
カ
年
計
画
で
主
要
装
備
を
整
備
す
る
と
い
う
「
中
期
業
務
見
積
り
」
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
だ
、
あ
く
ま
で
防

衛
庁
内
の
内
部
資
料
で
あ
り
、
国
防
会
議
に
か
け
た
、
い
わ
ゆ
る
「
政
府
の
計
画
」
で
は
な
か
っ
た
。
米
側
は
、
日
本
が
具
体

的
な
約
束
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「
着
実
か
つ
顕
著
」
に
防
衛
費
を
増
額
し
て
行
く
こ
と
で
一
致
し
た
と
発
表
し
た
の
で
、
マ
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ス
コ
ミ
の
な
か
に
は
、
こ
れ
を
日
本
が
中
期
業
務
見
積
り
の
�
前
倒
し
�
を
約
束
し
た
も
の
と
受
け
と
め
、
非
難
す
る
も
の
も

あ
ら
わ
れ
た
。

当
時
、
米
国
は
イ
ラ
ン
対
策
の
た
め
、
第
七
艦
隊
の
空
母
を
す
べ
て
イ
ン
ド
洋
方
面
に
派
遣
し
て
お
り
、
日
本
近
海
に
は
一

隻
も
残
し
て
い
な
か
っ
た
。
大
平
首
相
の
気
持
ち
の
う
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
米
国
を
で
き
る
だ
け
勇
気
づ
け
た
い
、
日
本
と

し
て
守
る
べ
き
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
カ
ー
タ
ー
大
統
領
と
の
友
情
に
応
え
た
い
と
い
う
配
慮
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

会
談
を
終
え
た
両
国
首
脳
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
南
庭
（
ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
短
い
声
明
を
読
み
上
げ

た
。大

平
首
相
は
、
す
っ
か
り
板
に
つ
い
た
英
語
で
、
そ
の
声
明
を
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
真
の
友
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
わ
れ

わ
れ
の
間
に
あ
る
特
別
の
結
び
つ
き
が
壊
れ
る
こ
と
を
怖
れ
る
必
要
な
く
、
お
互
い
の
胸
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
、
ま
た
危
機
に
あ
た
っ
て
、
お
互
い
が
必
要
と
す
る
支
援
を
必
ず
差
し
の
べ

る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
最
も
雄
弁
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
貴
国
に
と
っ
て
確
固
た
る
、
そ
し
て
最
も
信
頼

で
き
る
友
邦
の
一
つ
で
あ
り
続
け
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
貴
国
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
同
様
の
友
邦
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
」
と
結
ん
だ
。

の
ち
に
大
平
首
相
は
、
同
行
し
た
加
藤
鉱
一
官
房
副
長
官
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
き
み
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
に
い
ろ
い
ろ
文
句
を
言
い
た
い
ん
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
、
け
な
げ
に
も

自
由
主
義
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
る
。
も
し
、
ア
メ
リ
カ
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
こ
か
が
そ
れ
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
か
、
み
ん
な
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
」。

日
米
首
脳
会
談
を
終
え
た
大
平
首
相
一
行
は
、
五
月
一
日
夕
刻
、
第
二
の
訪
問
国
メ
キ
シ
コ
に
向
か
っ
た
。

二
日
の
第
一
回
の
ロ
ペ
ス
・
ポ
ル
テ
ィ
ー
ヨ
大
統
領
と
の
日
墨
会
談
に
お
い
て
、
大
平
首
相
は
、
日
本
と
し
て
の
南
北
問
題
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や
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
に
対
す
る
考
え
方
を
説
明
し
、
同
時
に
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
石
油
輸
入
に
つ
い
て
現
在
の

日
量
十
万
バ
レ
ル
を
、
こ
こ
数
年
に
、
で
き
れ
ば
三
十
万
バ
レ
ル
に
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
方
針
を
改

め
て
要
請
し
た
。
関
係
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
外
遊
前
の
情
報
で
は
、
大
平
首
相
が
メ
キ
シ
コ
入
り
さ
え
す
れ
ば
三
十
万
バ
レ

ル
ヘ
の
増
量
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
約
束
を
取
り
つ
け
る
こ
と
が
今
回
の
一
連
の
外
遊
の
目
玉

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ロ
ペ
ス
大
統
領
の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
反
応
は
、
日
本
に
増
量
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
の
各
国
の
シ
ェ
ア
を
大
き
く
く
ず
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
の
午
後
、
大
来
外
相
も
メ
キ
シ
コ
側
と
精
力
的
に
会
談
し
た
が
、
石
油
輸
入
増
量
要
請
へ
の
壁
は
厚
く
、
ま
た
、
鉄

鋼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
円
借
款
供
与
に
つ
い
て
も
、
メ
キ
シ
コ
側
が
日
本
側
の
提
案
よ
り
は
る
か
に
巨
額
の
も
の
を
期
待

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
側
の
苦
悩
は
深
ま
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
側
の
歓
迎
晩
餐
会
を
済
ま
せ
、
長
い
忙
し
い
一
日
は
終
わ
っ
た
が
、
大
平
首
相
は
、
宿
舎
に
帰
っ
て
も
寝
る
わ
け

に
は
行
か
な
か
っ
た
。
石
油
供
給
の
増
量
と
経
済
協
力
の
か
ら
み
合
い
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
べ
き
か
、
外
務
と
大
蔵
、
通
産
、

経
企
の
主
張
が
真
向
か
ら
対
立
し
、
夜
中
の
一
時
を
ま
わ
っ
て
も
な
か
な
か
結
論
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

翌
五
月
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
、
第
二
回
の
首
脳
会
談
が
開
か
れ
た
が
、
結
局
、
石
油
輸
入
増
量
の
確
約
が
得
ら
れ
ず
、
ま

た
、
メ
キ
シ
コ
側
の
希
望
す
る
鉄
鋼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
資
金
援
助
問
題
も
具
体
的
な
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、

共
同
声
明
も
あ
い
ま
い
な
表
現
と
な
っ
た
。
大
平
首
相
は
、「
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
」
と
何
一
つ
不
満
は
口
に
し
な
か
っ
た
が
、
そ

の
表
情
に
は
失
望
の
色
が
か
く
せ
な
か
っ
た
。

そ
の
夜
、
首
相
は
、
さ
す
が
に
、
二
日
間
の
ハ
ー
ド
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
こ
た
え
た
の
か
、「
高
地
病
で
は
な
い
ん
だ
ろ
う
が
、

一
時
は
、
息
切
れ
し
て
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
よ
」
と
溜
息
を
つ
い
た
。

五
月
四
日
、
大
平
首
相
の
一
行
は
メ
キ
シ
コ
を
後
に
し
て
、
第
三
の
訪
問
国
、
カ
ナ
ダ
に
向
か
っ
た
が
、
一
行
を
乗
せ
た
日
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航
特
別
機
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
上
空
を
通
過
す
る
頃
、
地
上
か
ら
、
チ
ト
ー
・
ユ
ー
ゴ
大
統
領
死
去
の
報
が
送
ら
れ
て
き
た
。
首

相
は
出
発
前
か
ら
、
も
し
チ
ト
ー
大
統
領
に
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
葬
儀
に
は
、
福
田
前
首
相
と
大
来
外
相
に
参
列
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
た
。
機
内
で
、
大
来
外
相
が
、「
も
し
お
疲
れ
だ
っ
た
ら
、
私
が
代
わ
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
と
、
大

平
首
相
は
、「
そ
う
し
て
く
れ
る
と
有
難
い
な
あ
…
…
」
と
答
え
た
。

オ
タ
ワ
に
着
い
た
と
き
も
、
首
相
は
、「
早
く
日
本
に
帰
っ
て
参
議
院
選
挙
の
準
備
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
あ

ま
り
長
く
日
本
を
あ
け
る
の
は
よ
く
な
い
な
」
と
、
葬
儀
出
席
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
加
藤
官
房
副
長
官
が
、
電
話
で
伊
東
官

房
長
官
に
意
向
を
確
か
め
た
と
こ
ろ
、「
総
理
が
い
や
が
っ
て
い
る
の
な
ら
、
仕
方
が
な
い
が
、
国
内
の
方
は
心
配
な
い
か
ら
、

で
き
れ
ば
、
行
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
な
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
伝
え
ら
れ
た
大
平
首
相
は
、
あ
っ
さ
り

意
を
翻
し
、「
そ
れ
で
は
行
こ
う
」
と
承
諾
し
た
。

五
日
の
オ
タ
ワ
で
の
ト
ル
ド
ー
首
相
と
の
日
加
首
脳
会
談
で
は
、
や
は
り
激
動
す
る
国
際
情
勢
が
話
の
中
心
と
な
り
、
イ
ラ

ン
問
題
で
は
、
米
国
の
単
独
行
動
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、
自
由
主
義
諸
国
が
連
帯
し
て
米
国
を
支
持
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
議
会
を
訪
問
し
、「
太
平
洋
を
は
さ
む
隣
人
」
と
題
し
て
、
英
語
で
演
説
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
連
邦
議
会
に
お

い
て
英
連
邦
諸
国
以
外
の
外
国
の
首
脳
が
行
う
演
説
と
し
て
は
初
め
て
で
あ
り
、
日
加
関
係
の
重
要
性
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
注
目
を
集
め
た
。

翌
六
日
午
前
、
一
行
は
オ
タ
ワ
を
発
っ
て
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
向
か
っ
た
。
ト
ル
ド
ー
首
相
も
西
に
飛
ん
で
、
午
後
か
ら
は

ふ
た
た
び
首
脳
会
談
で
あ
る
。

七
日
午
前
八
時
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
飛
び
立
っ
た
日
航
特
別
機
は
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
経
由
し
て
、
八
日
早
朝
、
ボ
ン
国
際

空
港
に
到
着
し
、
一
時
間
の
給
油
の
後
に
、
直
ち
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
向
か
っ
た
。
機
内
泊
ば
か
り
で
、
三
十
四
時
間
も
地
上

で
眠
ら
な
い
と
い
う
強
行
軍
で
あ
る
。
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八
日
午
前
八
時
二
十
分
に
到
着
し
た
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
は
、
予
想
以
上
に
暑
く
、
盛
夏
を
思
わ
せ
る
日
ざ
し
で
あ
っ
た
。

大
平
首
相
は
、
ま
ず
空
港
か
ら
連
邦
合
同
庁
舎
に
向
か
い
、
ユ
ー
ゴ
側
の
最
高
幹
部
に
弔
意
を
表
し
、
次
い
で
、
連
邦
議
会

議
事
堂
に
赴
い
て
、
そ
こ
に
安
置
さ
れ
た
柩
に
献
花
し
た
。
そ
の
後
駐
ユ
ー
ゴ
日
本
大
使
の
公
邸
で
休
憩
し
、
午
前
十
一
時
半

頃
柩
の
見
送
り
場
所
で
あ
る
連
邦
議
会
前
に
到
着
し
た
。
各
国
首
脳
が
弔
問
に
集
ま
る
こ
の
葬
儀
は
、
首
脳
外
交
の
場
で
も
あ

り
、
大
平
首
相
は
、
各
国
の
代
表
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
。
華
国
鋒
中
国
首
相
が
、
午
後
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
旨
述
べ
つ
つ
、
握
手
を
求
め
て
き
た
。
ま
た
、
先
般
訪
日
し
た
パ
ナ
マ
の
ロ
ヨ
大
統
領
は
、
大
平
首
相
が
訪
米
の
さ
い
、

カ
ー
タ
ー
大
統
領
と
第
二
パ
ナ
マ
運
河
に
つ
い
て
ど
ん
な
話
し
合
い
を
し
た
か
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
た
。
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
事

務
総
長
や
ラ
ー
マ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
大
統
領
と
も
立
ち
話
を
し
た
。
か
ね
て
注
目
さ
れ
て
い
た
P
L
O
の
ア
ラ
フ
ァ
ト
代

表
と
は
、
握
手
を
交
わ
し
た
も
の
の
、
言
葉
の
や
り
と
り
は
な
か
っ
た
。

柩
を
見
送
っ
た
あ
と
、
大
平
首
相
は
、
ガ
ン
ジ
ー
・
イ
ン
ド
首
相
を
訪
ね
て
懇
談
し
た
。
そ
の
後
は
議
事
堂
か
ら
埋
葬
地

（
旧
大
統
領
公
邸
）
に
移
動
し
て
埋
葬
式
に
参
列
す
る
。
式
典
が
始
ま
る
前
に
、
大
平
首
相
は
、
最
前
列
に
着
席
中
の
ソ
連
代
表

団
の
前
を
通
過
し
た
さ
い
、
グ
ロ
ム
イ
コ
外
相
か
ら
握
手
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
グ
ロ
ム
イ
コ
外
相
の
紹
介
に
よ
り
、
ブ
レ
ジ

ネ
フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記
長
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

埋
葬
式
の
の
ち
、
大
平
首
相
は
、
大
使
公
邸
に
戻
っ
て
、
華
国
鋒
首
相
と
四
十
五
分
間
会
談
し
た
あ
と
す
ぐ
に
、
ベ
オ
グ
ラ

ー
ド
を
発
ち
、
八
日
夜
十
時
す
ぎ
西
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
に
到
着
し
た
。
長
い
長
い
一
日
が
終
わ
っ
た
。

翌
九
日
朝
、
旅
の
疲
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
中
に
ま
ず
、
宿
舎
の
ホ
テ
ル
で
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
経
済
相
と
四
十
分
間
会
談

し
た
。
昼
す
ぎ
に
は
、
首
相
府
を
訪
ね
、
歓
迎
行
事
の
あ
と
、
一
時
か
ら
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
三
時
間
四
十
分
に
わ
た
っ

て
首
相
執
務
室
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
と
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
会
談
で
は
、
イ
ラ
ン
人
質
問
題
で
、
日
本
と
E
C
が
協
調
し
て
米
国
を
支
持
す
る
こ
と
が
平
和
解
決
に
つ
な
が
る
と
の

認
識
で
一
致
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
平
首
相
が
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ソ
連
軍
の
撤
退
に
明
確
な
発
展
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が
な
い
段
階
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
は
望
ま
し
く
な
い
」
と
述
べ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
も
「
同
じ
見
解
だ
」

と
述
べ
る
な
ど
、
多
く
の
点
で
見
解
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
人
だ
け
の
会
談
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
、
対
中
東
政
策
の
評
価
や
東
西
関
係

の
あ
り
方
か
ら
各
国
首
脳
の
手
腕
、
力
量
や
人
柄
に
つ
い
て
ま
で
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
述
べ
た
と
言
わ
れ
る
。
大
平
首
相
も
、

日
本
が
自
由
主
義
陣
営
で
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
語
っ
た
。
会
談
を
終
え
た
大
平
首
相
は
、「
シ
ュ
ミ
ッ
ト

首
相
は
、
率
直
で
思
い
切
っ
た
意
見
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
考
え
方
が
す
っ
き
り
整
理
さ
れ
た
よ
」
と
上
機
嫌
で
あ
っ

た
。地

球
を
一
周
以
上
ま
わ
る
大
旅
行
の
公
式
行
事
も
、
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
た
。
そ
う
し
た
安
堵
感
か
ら
か
、
首
相
は
、
長
い
間

や
っ
て
い
な
い
ゴ
ル
フ
を
、
こ
れ
か
ら
ハ
ー
フ
、
そ
し
て
明
日
ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
や
ろ
う
と
言
い
出
し
た
。
首
相
は
手
早
く
着
替

え
て
ケ
ル
ン
市
の
レ
フ
ラ
ー
ト
・
ゴ
ル
フ
場
に
向
か
っ
た
。

五
時
頃
か
ら
プ
レ
ー
を
始
め
る
慌
し
い
ゴ
ル
フ
で
あ
っ
た
た
め
か
、
大
平
首
相
の
ス
コ
ア
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。「
今
日
の
ス

コ
ア
は
極
秘
に
し
よ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
首
相
は
、
大
使
公
邸
で
の
同
行
記
者
団
お
よ
び
随
員
と
の
「
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ

ー
」
に
出
席
し
た
。
そ
の
席
で
首
相
は
、
今
回
の
長
い
外
遊
の
総
括
的
な
感
想
と
し
て
、「
日
本
も
や
っ
と
外
交
ら
し
い
外
交
が

や
れ
る
立
場
に
な
っ
た
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

五
月
十
日
土
曜
日
が
旅
行
最
後
の
日
で
あ
る
。
朝
七
時
半
か
ら
一
時
間
あ
ま
り
、
ホ
テ
ル
で
ゲ
ン
シ
ャ
ー
外
相
と
会
談
し
た

の
ち
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
郊
外
の
メ
ッ
ト
マ
ン
・
ゴ
ル
フ
場
に
向
か
っ
た
。
青
々
と
よ
く
手
入
れ
が
行
き
届
い
た
ゴ
ル
フ
場

で
、
大
平
首
相
は
、
ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
を
回
っ
た
。
こ
れ
が
大
平
首
相
に
と
っ
て
、
最
後
の
ゴ
ル
フ
と
な
っ
た
。

首
相
一
行
の
特
別
機
は
、
そ
の
日
午
後
四
時
に
西
ド
イ
ツ
を
あ
と
に
し
て
、
日
本
へ
向
か
っ
た
。

大平正芳―人と思想
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